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メタノール炉液は10倍量の水に注ぎ生じた

沈殿を涙別，洗瀞後減圧乾燥して生成物皿と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ウ油拡散ボ》フO
する．生成物1と生成物皿を合わせてポリマ

藩趨査鱗繊ξ勢合　　　　噌
　塊重合を行なった場合の時間とポリマー収

率の関係を第5図に示したが，塊重合ではポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　7）レカリ中生ピロカデロー］レ　　H，SO蓉　　　Cqα22

リマー収率は29％どまりであった．しかし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4図　反応操置の概要
不測の理由で不融不溶性のポリマーが生じた

PM－29ではポリマー収率は59％であった．
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　　　　第5図　重合時間とポリマー収率の関係

　アンプルに窒素を入れて常圧にして行なった重合で，

重合速度が大きかったので，同じ条件でハイドロキノン

を添加して重合させたところ，反応は遅くなり，313時

間反応させてポリマー収率は29％であった．

　助触媒として濃硫酸を用いるとポリマー一収率は38．6

％と増大した．アルミナを用いた重合では，285時間で

全体が固化した不融不溶性のポリマーが得られた．
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　　　　　第6図　生成ポリマーの推定構造

　第6図に生成ポリマーの推定構造を示した．図中の

w，x，　or，2の値は重合条件により異なるが，13°C，49

時間の反応で得られたPM－33－1を例に挙げると，　w，　x

の和が約58，ツ，2の和が約42である，このうち，構

造単位皿は構造単位1が連続的に結合している場合に起

こり得るものである．また赤外吸収スペクトルよりの知

見からは，構造単位IVは構造単位皿に比してかなり少な

かった．

　終わりにご助言をいただいた後藤信行助教授をはじ

め，原料メタクロレインの合成に協力した三木昭三，宮

下明久両君に感謝する．　　　（1963年5月31日受理）
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